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▲ � 石井米雄先生を偲ぶ
▲ � 公文書館をめぐる国・地方の動き

▲ � 国立公文書館ニュース
新年度を迎え､ 表紙を一新しました｡ 公文書の作成と密接な関係のある ｢印｣ を取り上げ､

印影のいくつかを配置しました｡ また当館には､ 省庁の再編等で廃止となった公印が移管され

ている例もあります｡ 『単行書・印影留』 には明治６年当時の各省・各県の印影が集められて

おり､ 当館のデジタルアーカイブシステムでご覧いただくことができます｡ この他にもいろい

ろお試しいただけると幸いです｡

これから電子決裁の時代になると､ 印鑑の役割も変わってくるのでしょうね｡

題字は書家河東蜂城氏の筆になるものです｡ 第４号から第10号まで使われていました｡
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